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　本書は，平成１７－１８年度に実施した「タイの政治・行政改革――１９９７年憲

法からタックシン政権へ――」研究会の成果である。タイでは，１９９１年から

の１５年間で大きな変化が起きた。とくに１９９７年のアジア通貨危機の勃発と新

憲法の施行は，政治・行政の諸分野における改革を否応なく迫ることになっ

た。つづくタックシン政権時代（２００１～２００６年）には首相が稀有な指導力を発

揮して大胆な変革に乗り出した。

　タイの政治・行政はどこに向かおうとしているのか。２００６年９月に起きた

クーデタは，それまでの１５年間に生じた変化とどう関わっているのか。こう

した基本的な問いに，タイ内外の先行研究は十分に答えてきたとはいえない。

本書は，こうした間隙を埋め，タイの政治・行政への理解を深めることを目

指して，この間の変化を政治の「民主化」と経済の「中進国化」という２つ

のキーワードから把握しようと試みている。とくに，中長期にわたる政治行

政の変化を分野ごとに実証的に掘り下げ，相互の関係の解明に努めた点は，

先行研究にない本書の大きな特徴といえよう。政治的「民主化」は，選挙の

重要性と勝利者の正当性を高め，経済の「中進国化」はタイの経済・社会諸

制度の整備を促した。

　本書では，こうした諸改革のなかから，選挙制度，司法制度，地方自治，

学校教育制度，行政制度，経済政策と予算制度，社会福祉，外交政策といっ

た主要な分野を取り上げている。さらに，これらを貫く各章共通の問題意識

として，�各分野の改革が，１５年間の節目となる１９９２年の民主化政変，１９９７

年憲法，２００１年成立のタックシン政権といかに関わるか，�改革の始まる経

緯，展開，帰結を明確に描き，改革の現時点までの推移を描く，の２点を共

有し，１５年間に生じた政治・行政の変革を的確に描き出すよう心がけた。



　終章において，タイの政治・行政は１９９１年以来紆余曲折を経ながらも，か

なりの連続性を保ちながら変化し，その変化は，意図せざる結果として，お

おむねグッド・ガバナンス実現の方向へと向かっていたことを指摘している。

政治腐敗の問題をのぞけば，２００６年までにグッド・ガバナンスの指標である

「民主化，権力行使に関する説明責任，法の支配，効率的能率的な行政，汚職

や政治腐敗の抑制，文民統制」のうち，ほとんどの項目は改善の方向に向かっ

ていた。なによりも「民主化」の影響で，軍隊が１９９２年以後政治の表舞台か

ら退いたことは重要であった。そのおかげで選挙の重要性が高まり，選挙で

国民の支持を得た首相が強いリーダーシップを発揮して，行政の能率は大い

に上昇していた。

　しかし，２００６年に政局が混乱するなかで，１９９２年以来政治の表舞台から退

いていた軍隊がクーデタでタックシン政権を打倒し，１９９７年憲法を廃棄した。

軍首脳やその支持者は，タイの政治を１９９７年憲法以前の状況に逆戻りさせよ

うと願っているのではないかと想像される。実際には，２００７年８月１９日の国

民投票で成立することになった２００７年憲法にもとづく総選挙の実施を待たね

ば，その結果は分からないだろう。しかしながら，タイ史上初のこの国民投

票の結果は，行方を暗示しているように思われる。政府が憲法草案可決キャ

ンペーンを精力的に展開する一方，ほぼ半数の県を戒厳令下におくなどして

否決キャンペーンを厳しく規制するなか，否決票が４１％にものぼったからで

ある。もはやタイの国民が従順な臣民ではなくなりつつあることを示してい

よう。この１５年間の民主化の痕跡を，クーデタで消し去ることは容易ではな

い。本書が，こうした深甚な変化の内容や過程を理解する一助になれば幸い

である。

　本書の刊行にいたるまでに，多くの方々にお世話になった。本書の執筆メ

ンバー以外にも，研究会には宮田敏之准教授（東京外国語大学），重冨真一氏

（アジア経済研究所地域研究センター），岡本次郎氏（アジア経済研究所新領域研究

センター）の参加を得られ，貴重なご意見・コメントを頂戴した。また研究

会活動は，東京大学社会科学研究所（末廣昭教授）のご協力を得て実施した。
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２００７年１月１６日には，タイのパースック・ポンパイチット氏とクリス・べー

カー氏を囲み，末廣教授を中心に本研究会メンバーも参加のうえ「２００６年タ

イの民主化とクーデタ――背景とその後の動き――」セミナーを東京大学社

会科学研究所と共同開催した。さらに，タイのタマサート大学政治学部（ナ

カリン・メークトライラット政治学部長，スッパサワット講師）には，タイの地

方分権化の現状について共同研究によるサーベイ実施を引き受けていただき，

その成果の一部を本書にも反映することができた。以上の方々，またここに

お名前を挙げていない数多くの方々のご協力に対し，この場を借りて深くお

礼申し上げたい。

　　２００７年９月
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